
■
発
行
日
／
2018年

9月
5日
発
行
　
■
発
行
人
／
浦
田
　
健
二

■
発
行
所
／
一
般
社
団
法
人
 熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
〒
860-0863 熊

本
市
中
央
区
坪
井
2丁
目
4番
15号

　
TEL／

096-343-8020　
FAX／

096-343-0623
　
U
RL／

http://w
w
w
.kum

a8020.com
■
印
刷
所
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

Kum
am

oto Prefecture Dentistry  M
edical Association Report

Septem
ber  2018  N

o.747

CONTENTS

9
September 2018

No.747

主な行事予定 October

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

10
3日（水）

17日（水）

20日（土）

24日（水）

27日（土）

第30回常務理事会

第31回常務理事会

歯科医科連携講演会

第18回理事会

第74回九州歯科医学大会（佐賀市文化会館）

最近、小学低学年の娘が熱心に昆虫や淡水の魚図鑑をみている。学校で、身の回りにいる生き物を観察をしよう
という授業があったようだ。公園に行っては、バッタなどを見つけて観察し、名前を図鑑で調べる。学校にはクラスメ
イトがいろんな生き物を持ってきているようで、バッタや団子虫以外にも、ザリガニや小魚を持ってきていた子もいた
ようだ。そこで先日どうしても水の中の生き物を観察しにいきたいという娘と娘の友達を連れて江津湖へ行った。
熱心に小魚やザリガニを探し、江津湖公魚を２匹捕まえて虫かごに魚を入れようとした時、長女が叫んだ。
『かごの蓋がどっかいった! !』
みんなで蓋を探して廻った。なかなか見つからない…江津湖とはいえ、１時間以上集中して水の中を探していたら、
蓋は、ボートぐらいの深さの場所に漂流していてもおかしくない。
物を失すことが嫌いな長女は泣きそうである。虫かごくらいまたすぐに買ってあげるから、と言おうとした瞬間に、

娘の友達が『信じれば、見つかるよ、絶対に! !』と熱く、そして純粋な眼ざしで言った。
『信じていれば』の言葉に、虫かごの蓋ぐらいと探すことすら諦めていた40代の私の心は、なにかはっとさせられた。
そして20分ほど、必死に蓋を探し廻っただろうか…ボートがくるエリアで水草に引っかかっているのを私が発見した。
『見つかるて、信じていたから良かったねー』と、『信じる力』を純粋に信じる子供達の喜ぶ顔に私は心底安心した。

編集者のつぶやき

（O. H）
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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産として
世界文化遺産に登録された﨑津教会
　1934年頃、教会建築の名人・鉄川与助が設計・
施工した﨑津協会です。ハルブ神父時代に建てら
れた天主堂は﨑津諏訪神社から見下ろす集落の中
心地に位置し、チャペルの鐘展望公園から眺める
と背景に広がる河浦湾に浮かぶように見えること
から“海の天主堂”とも言われています。

（T. K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付
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私が､(旧) 調査・IT委員会より地域保健委員会に移ってきてから早10年が経とうとして

います｡ この間､ 地域保健を取り巻く環境は､ 大きく変化して活動の方向性も様変りしてき

ているように感じます｡ 最初の頃は､ 私の感覚の中では歯の衛生週間事業における式典やい

い歯の日 (笑顔ヘルＣキャンペーン) や各種のイベントで健康相談を行い､ 県民への歯科へ

の啓発活動を行うことが主だったことと思っておりました｡ しかし､ 近年は次第にこのこと

が変化していきました｡ 特に今年は､ 熊本県第４次歯科保健医療計画及び第４次健康増進計

画の策定の年にあたり､ 本委員会の携わっている事業及び活動が県の施策と重なることが多

く､ こちらの方も重要であることが再認識できました｡

その歯科保健医療計画の中に重点目標があり､ その１項目目に“各ライフステージの一次

予防に重点を置いた歯科疾患の予防”という文言があります｡ これは､ 全世代における歯科

健診の重要性を明らかにし､ それを県民に周知していただくということになります｡ 具体的

には､ 本委員会で携わらせていただいた平成19年～平成24年の６年間で行った､ 熊本型早産

予防対策事業に始まり､ 現在進行形である後期高齢者歯科健診事業がそれにあたると思いま

す｡ そして早産予防事業における結果､ 妊婦健診の半額助成が県より行われることとなり､

妊婦に特化したセルフチェック票も作成することができました｡ 後述の後期高齢者歯科健診

においては３年前から実施され､ まだ結果ははっきりとは出ておりませんが､ 多くのデータ

からフレイルの予防が指摘されております｡ 今は､ 本事業の充実のための講演会を各郡市で

開催しております｡ 学齢期においては､ 学校歯科委員会に委ねておりますが､ その後の勤労

者世代においては､ 健康増進計画策定にも参画し､ 職場でスモールチェンジ！生活歯援プロ

グラムの事業や事業所健診を行っております｡ これに付随して禁煙に関する調査研究も九州

口腔衛生学会より助成金を頂いて行っております｡ また医療連携において､ がん連携は､ そ

の規模が大きくなり総務・医療連携委員会に委ねておりますが､ 糖尿病・歯周病連携事業に

おいては､ 各郡市歯科医師会のご協力を得まして､ 各地で講演会を開かせていただいており

ます｡

以上から本委員会の活動及び事業は､ 会員の先生方へのご理解とご協力があってこそ成立

することを痛感させられます｡ 日頃より大変お世話になっており､ 深謝に耐えないところで

すが､ 今後とも熊本県民の“歯と口の健康のため”､ またそれを通して“全身の健康のため”

にいろいろとお願いすることが多々あるかと思います｡ 今後とも何卒よろしくお願いいたし

ます｡



熊歯会報 Ｈ.30.９

4

―第15回理事会―
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７月25日(水) 午後７時より県歯会館にお
いて､ 浦田会長他大林理事を除く全役員出席
のもと開催された｡
１. 開会：伊藤副会長
２. 挨拶：浦田会長

暑い日が続いておりますので､ 熱中症には

お気を付けいただきたいと思います｡

熊本地震から２年３ヶ月が経ちました｡ そ

の間にも色々な災害が発生しましたが､ 今年

に入り大阪北部地震が起こり､ それが癒える

間もなく西日本豪雨が発生し大変な被害が出

ております｡ まずもってお亡くなりになられ

た方々に哀悼の意を表し､ 被害を受けられた

方々に御見舞いを申し上げます｡ 一昨年４月

に熊本地震がありまして､ その後６月に200

ミリを超す雨が降りました｡ それにより若干

地震被害の拡大もしましたが､ 水害の直接の

被害は少なかったようです｡ 今は日本全国ど

こで何が起こるかわかりませんし､ 毎年災害

が起こると言うことは本当に安心して住めな

いという事になります｡ 地震を経験した県と

してはそういう状況に対応していかないとい

けませんし､ 先日も宮崎､ 鹿児島､ 熊本と３

県で災害対策連絡協議会を開催しました｡ 日

頃から何があっても対応できるよう準備をしっ

かりして､ どこかで災害があったときには､

迅速な対応ができるよう我々も努力していく

必要があると思います｡ 今回も広島県歯科医

師会から支援物資の要請があって､ 送付いた

しました｡ 我々も経験者でありますので迅速

な対応ができることを､ しっかりと申し送り

をして繋いでいくということが重要です｡ 今

回の警察歯科医会全国大会も“繋ぐ”という

ことをキーワードに大会を開催するわけです

が､ 先生方としっかりとコンセンサスをとっ

て対応していきたいと思いますので､ よろし

くお願いしまして挨拶とさせていただきます｡

３. 議長選出：浦田会長
４. 議事録署名人：中嶋監事､ 西野監事､

浦田会長
５. 平成30年度会務報告：

(自：６月４日～至：７月22日)
本会総務：理事会､ 常務理事会､ 定時代議

員会､ 警察歯科医会全国大会実
行小委員会､ 女性歯科医師支援
ワーキンググループ

社会保険：社会保険・センター介護合同委
員会

地域保健：後期高齢歯科口腔健康診査事業
研修会､ 歯と口の健康週間行事

医療対策：各郡市医療相談担当者会､ 医療
相談・苦情事例報告

センター・介護：多職種連携に係る研修会
学 院：体験入学
以上､ 各担当役員より報告がなされた｡

６. 報告事項：
１. ニューズウィークの記事

歯磨き粉が耐性菌増加の原因になると
の記事が掲載されている｡
２. 退会会員�川上 剛司 会員 (第３種会員)４月30
日付
５月に第１種会員として入会したため

３. 第２回永久歯の抜歯原因調査実施への
協力依頼
8020推進財団と日歯が実施する調査に
ついて､ 本会へ協力依頼があった｡ 既に
抽出された会員には､ 調査票一式が届い
ている｡
４. 会員への駐車場利用のお願いと駐車許
可証の送付
７月発送時に会員宛､ 会館駐車許可証
を送付した｡ なお､ ８月発送時にも会員
家族用を再度送付する｡
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５. 三師会懇談会の出席者及び提案事項
出席役員は浦田会長､ 小島・渡辺・伊
藤副会長､ 牛島専務理事､ 田上常務理事
とする｡
６. 次期会長予備選挙の実施スケジュール
選挙日程表 (案) のとおり実施する｡

７. 女子ハンドボール世界選手権プレイマッ
チにおける傷病者の受け入れ依頼
試合会場のある該当郡市に依頼・通知
する｡
８. 中島学園の歯科技工士科の広報協力依
頼
入学案内ポスターについて､ ７月の全
会員発送時に同封した｡
９. 歯科医師に対する行政処分に係る意見
書
再度内容を精査し提出する｡

10. インターナショナル歯科ジャーナルへ
の論文掲載
福岡歯科大学の加藤智崇助教が執筆し

た､熊本地震発災における南阿蘇村の災害
歯科支援活動に関する論文が掲載された｡
11. 中小企業等グループ補助金に係る委託
事業者の調査結果
本会のグループ以外の他のグループに
参加した会員を調査したところ､ 17人よ
り回答があった｡
12. 日本歯科医療管理学会への対応

団体会員は本会としては退会すること
とする｡
13. 医療機関の広告等に関する指針の会員
通知
７月の会員発送時に全会員宛通知した｡

14. 全国健康保険協会熊本支部との生活歯
援プログラムの業務委託契約
業務委託契約を締結した｡

15. 委員会事業企画�地域保健委員会：熊本型早産予防対策
講演会 (２月９日)�学術・社会保険委員会：リグロス講演
会 (12月２日)

16. 事業実施報告書�５月末がん及び回復期の医科歯科連携
事業

17. ６月末会計現況
７. 連絡事項：
１. ８月行事予定
８. 承認事項：
１. 新入会員の承認 [承認]
荒瀬 慎太郎 (第１種：熊本市)､ 松原
麗 (第１種：玉名郡市)､ 田� 香代子

(第１種：天草郡市)､ 青木 潤也 (第１
種：天草郡市)､ 末廣 豊 (第３種)､ 鶴田
敏弘 (第３種)､ 助廣 都祈 (第３種)､ 木
村 太郎(第３種)､宇都宮 紀久(第３種)､
二渡 淳 (第３種)､ 田中 千愛 (第３種)､
長 茉利奈(第３種)､倉重 顕一(第３種)､
多田 まゆみ (第３種)､ 熊本パール総合
歯科クリニック大江院 (第４種) の計14
人・１医療機関の入会を承認した｡
※平成30年度入会状況 (７月末累計)：
第１種会員／10人､ 第２種会員／３人､
第３種会員／17人､ 第４種／１医療機
関

２. 関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼 [承認]�県医療審議会委員／県医療政策課
浦田 健二 会長 任期：平成30年８
月１日～平成32年７月31日�県医療・保健・福祉団体協議会副会長
／県医師会
浦田 健二 会長 任期：平成30年７
月１日～平成32年６月30日�熊本ユネスコ協会顧問／熊本ユネスコ
協会
浦田 健二 会長 任期：平成30年７
月６日～平成32年３月31日�スポーツ医科学専門委員会／県体育協
会
渡辺 賢治 副会長 任期：平成30年
４月１日～平成32年３月31日�学校安全業務運営会議／日本スポーツ
振興会
渡辺 賢治 副会長�熊本地域リハビリテーション支援協議
会／県医師会
役員：小島 博文 副会長 任期：平
成30年７月１日～平成32年６月３日
委員：松本 信久 理事 任期：平成30
年７月１日～平成32年６月３日�県国民健康保険運営協議会委員／県国
保・高齢者医療課
田上 大輔 常務理事 任期：平成30
年10月１日～平成33年９月30日�県在宅医療連携体制検討協議会委員／
県認知症対策・地域ケア推進課
松本 信久 理事 任期：平成30年４
月１日～平成33年３月31日�県地域リハビリテーション支援センター
運営委員／県医師会
松本 信久 理事 任期：平成30年４
月１日～平成31年３月31日
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３. 名義後援の使用・協賛依頼 [承認]
[名義後援] (継続承認)�第23回県国保地域医療学会／県国民健
康保険団体連合会�平成30年度黄色い羽根募金運動／県移
植医療推進財団�第56回県精神保健福祉大会／県精神保
健福祉協会

[協賛] (継続承認)�平成30年度薬物乱用 ｢ダメ｡ ゼッタイ｡｣
普及運動／県健康福祉部

４. 部活動補助金交付申請書に対する支給
[承認]
昨年度と同様20,000円を助成すること
とした｡

９. 議題：
１. 次期日歯会長予備選挙に対する要請
[承認]
九地連として､ 堀現会長へ立候補を要
請することとした｡
２. 平成31年度地域医療介護総合確保基金
新規事業提案 [承認]
県からの要請に基づき優先順位を付け
て､ ９事業を提案することとした｡
３. 共催・協賛及び名義後援に関する内規
の制定 [承認]
原案どおり承認し､ ８月１日から施行
することとした｡
４. 財務検討臨時委員会答申に対する今後
の対応 [承認]
答申で提示された１案を採用する方向
で検討をすすめることとし､ ９月の各郡
市会長・専務理事連絡会議おいても説明
する｡
５. 各郡市会長・専務理事連絡会議の報告・
協議 [承認]
報告・協議内容について､ 追加等あれ
ば専務理事又は事務局まで連絡すること
とした｡
６. 九地連協議会各県提出協議題の回答
[承認]
回答内容については承認し､ 何か追加・
訂正等あれば事務局まで連絡することと
した｡
７. 自民党県連への要望書 [承認]

内容については承認し､ ８月４日の会
議の際に持参することとする｡
８. ユース社会保険労務士法人との嘱託契
約 [承認]
労務関係業務について委託契約を結ぶ
こととした｡
９. 天災により会館使用を当日キャンセル
した場合の料金徴収 [承認]

今回のケースについては､ 午前中の会
議室使用料のみ徴収することとし､ 午後
の会議室使用料と備品使用料は返還する
こととした｡
10. 平成30年７月豪雨災害への義援金募金
[承認]
８月発送時に会員へ義援金を募り､ 本
会分を上乗せして日歯へ送金することと
した｡ また､ 今回の豪雨と６月の地震で
被災した県については､ 本会より個別に
見舞金を贈呈することとする｡
11. 糖尿病・歯周病の医療連携の基本方針
と糖尿病診療情報提供書 [承認]
情報提供書の内容変更について承認し
た｡
12. 平成30年度 (第34回) 新入会員研修会
日程 [承認]
２月23日(土) 午後２時より開催する
こととした｡
13. 平成30年度保存期間を経過した会計帳
簿の廃棄 [承認]
規則に則り廃棄することとした｡

14. 学院実習器材の購入 [承認]
相見積で見積金額の安い業者より､ 購
入することとした｡
15. 県学校保健会への協力寄付金 [承認]

例年どおり､ 会員に寄附を１口3,000
円で募ることとした｡
16. 第57回全日本学校歯科保健優良校の推
薦 [承認]
県教育庁からの推薦に基づき､ 荒尾支
援学校を推薦することとした｡
17. 本会と委託したグループ補助金手続代
行手数料 [承認]
業務を委託したユース会計社に対し､
追加の手数料を支払うこととした｡
18. 九州口腔衛生学会助成研究に係るアン
ケート [承認]
研究に係る喫煙アンケートを実施する
ことを承認した｡
19. 笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント
への ｢熊本市8020健康づくりの会｣ から
の企画の提供 [承認]
同じく主催する熊日と協力をいただく
花王の承諾を得たので､ 本会としても企
画を受け入れることとした｡

10. 協議事項：
1. 会員から贈呈された寄付金の取り扱い

寄附のあった会員の意向に沿った取扱
いを､ 今後検討することとした｡

11. 監事講評：
12. 閉会：渡辺副会長

(理事 竹下 憲治)
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―学校歯科研修会 基礎研修・更新研修―

文科省の学校歯科医への見解が変わり､ 新

しい法規や今度の点数改定の手引きにも盛り

込まれ､ 学校歯科医の立場も役割も向上して

いると思われる中､ 学校歯科医として大変有

意義な講演内容であった｡ 来年も ｢基礎研修｣

｢更新研修｣ を行う様に企画するが ｢基礎研

修｣ は特に開業して間もない先生方には受講

して頂き､ ｢更新研修｣ は平成21年に受講さ

れた先生方においては10年の猶予最後の年で

すので､ 自分がどの年に受けたかをよく把握

して受講お願いします｡

(宮� 修一)

更新研修で内容に集中する参加者

７月29日(日) 午前10時より県歯会館にて､

平成30年度学校歯科研修会が開催された｡ 台

風の近づく蒸し暑い日ではあったが､ 県内の

学校歯科教育に熱心な先生方 (更新研修55人､

基礎研修22人) が集まり､ 学校歯科保健につ

いての研修会が渡辺副会長や学校歯科委員会

を講師として始まった｡

基礎研修は会館３階にて行い､ 田畑委員の

司会により､ 大林理事の開会の辞､ 浦田会長

の挨拶があった｡ 渡辺副会長の ｢学校歯科保

健概論｣ から始まり､ 各論として ｢保健管理｣

高田委員､ ｢保健教育｣ 宮�委員､ ｢組織活動｣
大林理事が説明された｡ 終了後の質疑応答の

時間は､ 健診等について活発な意見交換が行

われた｡ その後､ 参加された先生方には修了

証が配布され､ 宮�委員の閉会の辞により研
修会は終了となった｡

更新研修は会館４階で行われ､ 河原委員長

の開会の辞､ 浦田会長の挨拶のあと ｢更新研

修｣ ～教育関連法規の理解と改訂のポイント

～について､ 河原委員長､ 石井副委員長によ

る講演が行われた｡ 基礎研修より難しく､ 専

門的な内容だったが､ 受講された方々も最後

まで講演に集中して耳を傾けていた｡ 質疑応

答後､ 上野委員による閉会の辞により講演会

は終了､ 各自修了証を手に解散となった｡

ほぼ満席の基礎研修の３階会場

����
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７月28日(土) 午後２時から県歯会館にて､

平成30年度臨時組合会が開催された｡ 事務局

による点呼が行われ､ 総議員30人中23人の出

席により､ 会議が成立することを田中議長が

宣言し開会された｡

―理事長挨拶―

皆さん､ 土曜日の診療の後お集まりいただ

き本当にありがとうございます｡ 当初午後３

時から施設基準等の講演会があり､ 参加され

る議員の先生がいらっしゃるため､ その開催

に間に合うように時間を早めさせていただき

ました｡ そういう意味では､ スムーズに終わ

る必要がありますので､ ご協力のほどよろし

くお願いいたします｡

熊本地震から２年３か月を過ぎました｡ 何

とか少しずつ落ち着いてまいりましたし､ 復

旧・復興も進んできておりますが､ この２年

３か月の間にも､ 様々な所で災害が起こりま

した｡ 直近では大阪北部地震､ 西日本豪雨が

ありました｡ 犠牲となられた方々に対して哀

悼の意を表するとともに､ 被災された方々に

はお見舞いを申し上げたいと思います｡ また､

台風12号が過去に例が無いような進路をとり

まして､ 明後日には九州にも影響がでると聞

いております｡ 風も強く雨も多いとのことで

今後被害がでないことを願っております｡

ご存知のように国保組合の運営は厳しいも

のがあります｡ 医療費の支給も増えていると

いうことで､ 保険料の値上げをさせて頂きま

した｡ また本年は所得調査があり､ その結果

で国からの補助率も変わってまいります｡ そ

の結果を注視しながら今後の運営をしっかり

としていかなければいけないと思っておりま

す｡ 熊本地震による医療費の減､ 次の年の医

療費の伸びといった不均衡な年度が何年か続

いておりますので､ 国からの補助金はその平

均で計算するためその年度に入るか入らない

かによって額が変わってきますので暫くは右

―平成30年度臨時組合会―

往左往するような運営になるのではないかと

危惧しております｡ 組合員の先生方と相談し

ながら､ しっかりとした運営を行っていこう

と考えておりますので､ 忌憚のないご意見を

お願いいたしまして開会のご挨拶といたします｡

次に議事録署名人に後藤議員 (熊本市)､

熊埜御堂議員 (人吉市) が指名された｡ 組合

員物故者に対する黙祷の後､ 上野副理事長と

桑田常務理事から､ 会務報告・業務報告が行

われた｡

議題は以下の５議案が上程された｡

第１号議案：平成29年度歳入歳出の決算

第２号議案：平成29年度歳入歳出決算剰余金

処分 (案) の承認

第３号議案：平成29年度役職員退職手当積立

金特別会計歳入歳出決算

第４号議案：平成29年度役職員退職手当積立

金特別会計歳入歳出決算剰余金

処分 (案) の承認

第５号議案：平成30年度歳入歳出補正予算

(案) の承認

桑田常務理事により第１号議案から第４号

議案までの説明の後､ 原田監事が会務・会計

全般にわたって適切に処理されているとの監

査報告を行い､ 第１号議案～第４号議案につ

いて賛成多数で原案通り可決承認された｡

その後､ 第５号議案についても原案通り可

決承認された｡

今回は事前質問､ 協議題ともになく､ 守永

理事の閉会の辞で散会となった｡

(瀬井 知己)

様々な災害が頻発する中での会運営��������
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６月16日(土)､ 天草市民センター体育館にお
いて ｢天草市健康フェスタ｣ が開催された｡ 全
体の参加者は1,000人近くで､ 歯科コーナーの
内訳は､ 歯と口の健康週間のポスター展示､ 歯
科健康相談､ 健診､ 染め出しブラッシングコー
ナー､ フッ素塗布､ フッ化物洗口コーナー､ 口
腔内細菌数測定コーナー､ 石膏物色付け体験コー
ナーと多岐にわたり､ どれも盛況であった｡
私は､ ブラッシングコーナーを担当したが､
参加されたほとんどの方がかかりつけ歯科をお
持ちで､ 口腔内の状態は概ね良好で､ 歯に対す
る意識､ 関心が非常に高い方ばかりであった｡
やはりこれからの課題はこのようなイベントに
普段ほとんど歯科に来られない方に参加して頂
き､ 自身の口腔内にもっと関心を持っていただ

―天草市健康フェスタ―

�������������天草郡市歯科医師会

くことではないだろうか｡
今回も各歯科医院スタッフ､ 歯科衛生士会､
歯科技工士会や市役所の方々のご協力の下､ 大
成功に終わらせることが出来た｡

(松原 崇士)

真剣に相談される参加者

荒尾市歯科医師会

―第23回 親睦釣り大会―

�������������
７月22日 (日曜・長潮)､ 恒例となった ｢親
睦釣り大会｣ が開催された｡
いつもより早く梅雨が明けた当日は､ 雲一つ
ない快晴で朝から眩しい日差しが降りそそぐな
か､ 例年通り玉名漁港から無風ベタ凪の有明海
へと出船した｡
参加者は大人10人､ 子供６人の計16人｡ 今年
も狙うターゲットは“小さな大物”のシロギス｡
午前８時30分､ ２隻の船に分乗した太公望た
ちは沖合のポイントに到着すると､ さっそく仕
掛けを投入し釣り始めた｡ 今年は無風ベタ凪の
上に潮も動かず､ ここ数年の釣り大会の中では
最もシビアな海況で､ 百戦錬磨の参加者たちも
流石に苦戦をしいられた｡
それでもウデの差､ 経験の差は出たものの､
それぞれプルップルッとしたキス特有の小気味
良い引き味を楽しんだ｡
暑さもピークに達した午後１時に納竿し､ 帰
港沖上がりした｡
さっそく港の日陰で釣果の検量と表彰式が行
われた｡

｢キスの部｣ は22.5㎝を釣り上げた､ 荒歯会
の疋田会員のジュニアで小学６年生の創大君が
初の栄冠に輝いた｡
｢他魚の部｣ では長さと重さで揉めたものの､

800ｇのマダコをゲットした荒尾市薬剤師会山
田会長を僅差で押さえ､ 33.5㎝のギマを釣った
田中文丸会員が優勝となった｡
｢キスの部｣ ｢他魚の部｣ それぞれの優勝者

には荒歯会の古屋敷理事よりトロフィーが授与
入賞者には記念品が贈呈され､ 熱きバトルを繰
り広げた今年の大会も無事終了した｡

(原口 泰)

船上に集う太公望たち
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�������������熊本市歯科医師会

７月14日(土) 県歯会館３階会議室にて､ 第

１回学術講演会が開催された｡ 講師は､ 北海道

医療大学歯学部口腔機能修復・再建学系歯周歯

内治療学分野の古市保志教授をお招きし､ ｢根

拠ある歯周治療の実践｣ という演題でご講演頂

いた｡

講演ではまず､ EBM (Evidence Based Medicine)

が重要であると説明され､ その流れは

１､ 目の前の患者についての問題の定式化 ２､

定式化した問題を解決する情報の検索 ３､ 検

索して得られた情報の批判的吟味 ４､ 批判的

吟味した情報の患者への適用 ５､ １～４のス

テップの評価 というステップで治療していく｡

その後､ 歯周治療で問題になるところを様々な

研究をもとにご紹介された｡ 約50年前のLo‥e,

Theilade, Jensenら (1965) の実験により歯肉

炎がプラークによる細菌が原因であることが示

された｡ 垂直性骨吸収に関しては Papapanou,

Wennstro‥m & Grondahlら (1988) が4.5㎜以

上の垂直性骨吸収があると10年後の歯の喪失率

は68.2％に及ぶと報告している｡ また､ 根分岐

部病変では長期予後の報告としてHirschfeld&

Wassermanら (1978) は平均22年の歯周治療

の予後の観察から､ 複根歯の喪失率は31.4%で

単根歯の喪失率4.9%の約６倍にもなるし､

Mcfallら (1978) は14～29年の歯周治療の予後

の観察でも､ 複根歯 (57％) は単根歯 (７％)

の約８倍にも及ぶと報告された (歯の喪失率)｡

このような深い歯周ポケットに関して､ 様々な

研究により４㎜以上のポケットがあり､ Bop

(＋) の部位ではPMTCだけでは治療・管理を

行うことは難しく､ 歯肉縁下のデブライドメン

トが必要であると解説された｡

また､ 歯周外科についてもウィドマン改良フ

ラップ手術をはじめ各術式の説明をされ､ 手術

時の根面は歯槽骨頂より３㎜をきれいにするこ

とが重要で､ それより歯冠側は術後には歯肉縁

上になると教えていただいた｡ 再生療法では

Nyman, Lindeら (1982) によりGTR (Guided

Tissue Regeneration) が報告され､ その後エ

ムドゲインが使用されるようになり､ 最近では

FGF-2 (塩基性線維芽細胞増殖因子) を用いた

歯周組織再生療法が保険導入された｡ エムドゲ

インがブタ幼若歯胚からエナメル基質タンパク

を抽出しジェル状の製剤としたものであるのに

対し､ FGF-2はヒト型FGF-2を遺伝子組み換え

技術によって大腸菌を用いて製造される人工物

で､ リグロスはエムドゲインより骨の再生量は

期待できそうだが､ 再生されたセメント質はエ

ムドゲインで再生されたセメント質より不規則

な配列をしているようだ｡ アタッチメントをしっ

かり作りたいときはエムドゲイン､ 骨をたくさ

ん作りたいときはリグロスと解説された｡

講演はその他にも患者教育のこと､ プラークコ

ントロール効果､ FMD (Full Mouth Disinfection)､

リステリン､ SPTなど多くの研究をもとに解説

いただき､ 参加した歯科医師だけではなく歯科

衛生士にも多くの示唆をいただき､ 大変有意義

な講演会となった｡

(山口 英司)

ＥＢＭに基づいた歯周治療を！
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熊本市 渡邉 康

ないか？とか､ そういったことを夢想するの
が大好きだった｡ しかしそれは戦術であり､
敵に何倍という兵力がある以上そこに勝つの
は容易ではない｡ 敵に何倍という兵力で攻め
られるという戦略に間違いがあり､ そこから
は戦略に興味がわいた｡ 戦略でいえば ｢関ヶ
原の戦い｣ が日本史上類を見ない大人数での
野戦であり､ 東軍徳川家康､ 西軍石田三成の
豊臣秀吉没後の２年にもわたる謀略戦がある｡
堺屋太一の ｢大いなる企て｣ に詳記してある
が､ たかだか五奉行の石田三成が､ 五大老筆
頭徳川家康と決戦できただけでも､ 戦略的に
は三成が勝っていたのかもしれない｡ それで
は何故三成は敗北したか｡ ここで考えるのが､
才気を鼻にかけ､ 武官から評判が悪かった三
成｡ それに対し子供の頃から人質で慎重で人
に気を遣う家康｡ その差は埋めがたく､ 毛利
輝元を総大将に担ぎ上げて家康に対抗しよう
としたが､ 単純に部下､ というか連合軍の諸
将に言うことを聞いてもらえず敗北したので
はないか｡ それでは戦略面の優劣は性格だけ
でカバーしきれるのだろうか｡ ただ単に性格
が良いだけでは敗れた歴史上の好人物は多々
存在する｡ それ以外の要因としてはあげると
したら､ 政略であろうか｡ ここでは政略とし
て一つのバロメーターになるであろう石高を
クローズアップしたい｡ 単純に19万石の三成
VS250万石の家康｡ 朝鮮出兵で秀吉の不興を
買った小早川秀秋の石高50万石を取り上げて､
三成に渡そうという計画もあったようだが､
それでも1/5の石高でしかない｡ 戦略的には
勝利したといっても過言ではない｡ 裏切りな
どで敗北してしまうが､ ５大老筆頭で秀頼後
見である家康に対し､ 秀吉寵臣である三成は
戦略的の凌駕した場面も多々あった｡
この政略､ 性格､ 戦略､ 戦術｡ 現代の経営
学にも通じるものはないだろうか｡ 新しい治
療法､ 経営学の話を聞く機会があった場合､
その通じるものを探し出して自らで反駁した
うえで取り入れるかどうか考えるようにして
いる｡ このことが古きを温め､ 新しきを知る､
温故知新としての私自身のライフワークだと
考えております｡
次回は熊本県若手歯科医師の会で歯の健康
ランドで一緒の役員をして仲良くしてもらっ
ている､ 三笘貴司会員にバトンタッチしたい
と思います｡

丸田会員よりリレー投稿が回って来たとき
に､ 先生に何を書いたか聞いてみた｡
その際家族の事を書かれたという｡ 私も家
族の文章を大分前に書き上げたのだが､ なん
と締め切り前にそのメモを紛失するという惨
事にあってしまった｡ この際むしろ家族の事
を書くより趣味である歴史の事を書き連ねた
方が良いのでは？と､ 変なテンションになっ
てしまったのでどうぞお付き合いいただけれ
ば幸いです｡
現在有難い事に歯科医師という職業に就か
せてもらっているが､ 本来文系が得意で､ 一
番得意な科目は歴史｡
子供の時は歴史の先生になるのが夢であっ
た｡ 小学校の時に漫画日本の歴史を見て以来､
大河ドラマを見て､ 歴史小説を見るのが日課
だった｡ 歴史は決して現代に適合しない昔の
話を勉強する場ではない｡ 勝者によって都合
よく書き換えられた歴史が､ 一つの文書で覆
されるような人間ドラマでもある｡ 子供の時
に習った ｢いいくに作ろう鎌倉幕府｣ などは
ほぼ常識として捉えていたものであるが､ 今
現在ではその年号は教えられていない｡ 年号
暗記教育も重要視されるのも少しおかしい話
で､ 年号より時間の流れで歴史は覚えた方が
より楽しいと考える｡
現在 ｢西郷どん｣ を大河ドラマでやってい
るが､ 桜田門外の変が何年とか覚えるより､
蛮社の獄で蘭学を弾圧した水野忠邦失脚後､
富国を目指した老中阿部正弘の時代の読み｡
富国より徳川中心の世に戻そうとした赤備え
の末裔井伊直弼大老の思い｡ 御三家でありな
がら参勤交代の勤めを免除され､ 副将軍を自
任するも､ 将軍吉宗に御三卿を設定され､ 将
軍後継を長く出さず､ 勤皇派から頼りにされ
る水戸｡ そのような声なき声に耳を傾けなが
ら歴史を流れで読んでいくと､ 江戸幕府の歴
史もワクワクしながら暗記することなく頭に
入って行けるのではなかろうか｡
こんな私も歴史のとっかかりは ｢戦国時代｣
だった｡ 医学の道を志そうかな？と考えた時
期は､ 蘭学の始まりである解体新書のいきさ
つを好きになった事もある｡ 実際長崎の出島
に行った際には数時間居座って､ 家族に辟易
させた経験もある｡ ただ､ 若い時はやはりわ
かりやすいものが好きになりやすい｡ 例えば
男の子らしく何千人何万人がぶつかり合う､
決戦が好きで､ ここをこうしたら勝てるんじゃ
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謹んでご冥福をお祈り申し上げます｡

元島 博信 先生
平成30年８月２日 ご逝去 77歳�郡 市 名：熊本市�入会年月日：昭和47年４月27日

①今もっとも関心のあることを教えてください｡
②自分が希望する歯科診療とはどのようなものだとお考えですか｡
③他の歯科医院にはない自分の医院の特色を教えてください｡
④今後の抱負は何ですか｡

第第１１種種会会員員
荒瀬 慎太郎
(アラセ シンタロウ)

熊本市南区田井島2-3-36

あらせ歯科医院

①今年の１月に長男が産まれましたので､ 成
長が楽しみです｡

②歯科医師・歯科衛生士との信頼関係が確立
され､ 生涯に渡り口腔内を管理してくれる
診療｡

③ ｢滅菌・消毒の徹底｣・｢治療するより予防
する｣・｢小児の咬合育成｣ に力をいれ､ 医
院の特色になるよう努力しようと考えてお
ります｡

④患者さんを大切にし､ スタッフを大切にし､
そして何より家族を大切にしていきたいと
思っております｡

松原 麗
(マツバラ レイ)

玉名市六田29-4

まつばら歯科
口腔外科こども歯科

①矯正歯科・予防歯科｡
②地域に貢献できる､ 歯科診療｡
③一般歯科だけでなく､ 小児歯科・口腔外科
の専門的な治療を行える｡

④患者さんだけでなく､ スタッフも笑顔にな
るクリニックを作っていきたいと思います｡
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青木 潤也
(アオキ ジュンヤ)

天草市大浜町9-29

スマイル歯科
矯正歯科クリニック

①子供の成長
②予約外の患者さんもすぐに対応できるよう
な医院作りをしたいです｡

③患者さん､ スタッフ､ 皆が､ ハートで繋が
り､ お互いに笑顔になるように､ プロ意識
を持って仕事に取り組んでいます｡

④信頼される人になれるように日々精進します｡

田�香代子
(タサキ カヨコ)

天草市五和町御領6487-1

田�歯科医院
①長期継続したインフェクションコントロー
ルが健康寿命に与える影響について｡

②エビデンスに基づいた全人的医療｡
③気負わず気持ちよく通っていただける環境
作りを心がけています｡

④患者さんに頼っていただけるよう､ 研鑽を
積み人間的にも成長していきたいと思って
います｡

田中 千愛
(タナカ チエ)

熊本市西区野中2-13-13

まちだ歯科クリニック

助� 都祈
(スケヒロ トキ)

宇土市高柳町20-9

熊本パール総合歯科
クリニック宇土院

木村 太郎
(キムラ タロウ)

宇土市高柳町20-9

熊本パール総合歯科
クリニック宇土院

二渡 淳
(フタワタリ ジュン)

熊本市東区若葉1-1-1

ホワイト歯科

第第１１種種会会員員

第第３３種種会会員員
宇都宮 紀久
(ウツノミヤ ノリヒサ)

熊本市東区保田窪本町16-33

宇都宮歯科医院

末� 豊
(スエヒロ ユタカ)

熊本市東区健軍3-24-22

熊本パール総合歯科
クリニック健軍院

鶴田 敏弘
(ツルタ トシヒロ)

熊本市東区健軍3-24-22

熊本パール総合歯科
クリニック健軍院

第第４４種種会会員員

多田まゆみ
(タダ マユミ)

八代市日奈久竹之内町3244-3

多田歯科医院

倉重 顕一
(クラシゲ ケンイチ)

熊本市北区清水新地6-6-7

新地ハロー歯科診療所

長 茉利奈
(チョウ マリナ)

熊本市東区画図町重富529-1

翼ハロー歯科・内科診療所

熊本市中央区大江1-11-20

熊本パール総合歯科クリニック大江院
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会 務 報 告 自 平成30年６月４日
至 平成30年７月22日

所管 日付 摘要 出務者

総 務

６月４日 労務打合せ 牛島専務理事

５日 県総合保健センター第１回理事会・常務理事会 (県総合保健センター) 浦田会長

６日

本会事業・会計監査
中嶋・西野監事､ 浦田会長､ 渡辺副
会長､ 牛島専務理事､ 八木常務理事

県健康づくり推進課との打合せ
(１) 医科歯科病診連携推進事業

伊藤副会長､ 宇治理事

第14回理事会
【議 題】
(１) 平成29年度一般社団法人熊本県歯科医師会会計決算 (案)
(２) 平成30年度定時代議員会の運営並びに日程資料
(３) 平成30年度定時代議員会協議事項の表題記載及び提出資料 ほか

浦田会長他全役員､ 宮本代議員会議
長､ 武藤代議員副議長

７日
ユース社労士法人との打合せ
(１) 労務問題 (２) 人事評価

牛島専務理事､ 八木常務理事

９日 荒尾市歯会通常総会懇親会 (ホテルヴェルデ) 浦田会長､ 牛島専務理事

12日 女性歯科医師支援ワーキンググループ (１) 正副委員長選任 (２) 委嘱状伝達 ほか
浦田会長､ 小島・渡辺副会長､ 牛島
専務理事､ 八木常務理事他５委員

13日

溝口・池田県議との ｢歯及び口腔の健康づくり推進条例｣ に関する打ち合せ (県議会) 牛島専務理事､ 澤田事務局長

第800回支払基金幹事会 (支払基金) 浦田会長

在宅歯科医療連携室打合せ
(１) これまでの経緯及び成果等 (２) 現状と課題 (３) 今後の対応の方向性

伊藤副会長､ 牛島専務理事､ 宇治理
事

14日
第188回日歯定時代議員会 (１日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

人事考課打合せ 牛島専務理事

15日
第188回日歯定時代議員会 (２日目) (日歯会館) 浦田会長､ 小島副会長

平成30年度熊本民事調停協会総会 (県立劇場) 前野会員

16日

八代歯会定時総会懇親会 (セレクトロイヤル八代) 小島副会長

菊池郡市歯会定時総会懇親会 (笹乃家) 浦田会長､ 牛島専務理事

平成29年度大阿蘇会定時総会懇親会 (ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ) 渡辺副会長

19日 県議会議員との懇談会 (熊本市)
小島・伊藤副会長､ 田上・八木・椿
常務理事､ 大林・松本・竹下・赤尾・
宇治理事

20日

県総合保健センター臨時理事会 (熊本テルサ) 浦田会長
第23回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 平成30年度九地連協議会への提出協議題
(３) 中島学園の歯科技工士科の広報協力 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

21日 県議会厚生部会との意見交換 (自民党県連) 渡辺副会長､ 牛島専務理事

23日

定時代議員会
[議事] 第１号～第４号議案
[協議] (１) 時局対策

宮本議長､ 武藤副議長他全議員､ 浦
田会長他松本理事以外全役員

月次監査 (１) Ｈ29年度決算・Ｈ30. ５月末会計現況監査 中嶋・西野監事

25日
熊本地裁・簡易裁判所との全体協議会 (熊本地方裁判所) 前野会員

第17回警察歯科医会全国大会実行小委員会 浦田会長､ 小島委員長他10委員

27日 九州地方社会保険医療協議会熊本部会 (九州厚生局熊本事務所) 椿常務理事

28日 齊藤健先生叙勲伝達式 浦田会長

29日
職員夏期手当支給式 浦田会長､ 牛島専務理事

第３回県地域医療構想調整会議 (熊本テルサ) 浦田会長

30日
玉名郡市歯会定時総会・懇親会 (玉名市文化センター) 牛島専務理事

大阪歯科大学同窓会県支部総会 (ホテル日航熊本) 渡辺副会長

７月１日
社会歯科学会第３回総会・学術大会 (東京歯科大学水道橋校舎) 田上常務理事

許斐義彦先生旭日小授章受章祝賀会 (長崎・サンプリエール) 浦田会長

２日 田嶋県副知事・古閑県健康福祉部長との意見交換 (県庁)
浦田会長､ 牛島専務理事､ 八木常務
理事

４日

第24回常務理事会
(１) 新入会員の承認
(２) 一般社団法人熊本県歯科医師会共催・協賛及び名義後援に関する内規の制定
(３) 財務検討臨時委員会答申に対する今後の対応 ほか

浦田会長他渡辺副会長を除く常務理
事以上全役員

６日 第１回県後期高齢者医療運営協議会 (県後期高齢者医療広域連合) 田上常務理事

７日 第42回熊本市歯会親睦大会 伊藤副会長､ 牛島専務理事

10日
女性歯科医師支援ワーキンググループ
(１) 今後の課題

町田委員長､ 池嶋・神�副委員長
11日

会計打合せ
吉永会計士との打ち合せ

小島・渡辺副会長､ 牛島専務理事､
八木常務理事

18日
第25回常務理事会
(１) 新入会員の承認 (２) 熊本県学校保健会の協力寄付金
(３) 第57回全日本学校歯科保健優良校の推薦 ほか

浦田会長他常務理事以上全役員

19日 ホテル日航との打合せ (ホテル日航)
渡辺副会長､ 牛島専務理事､ 宮井・
宇治理事

20日 九州各県事務局長連絡会 (佐賀県歯会館) 澤田事務局長

21日 熊本・鹿児島・宮崎県歯科医師会災害対策連絡協議会
浦田会長､ 渡辺副会長､ 牛島専務理
事､ 宇治理事
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所管 日付 摘要 出務者

学 術 ７月13日
学術委員会
(１) ８／５, ９／２学術講演会 (２) 九州各県学術担当者会 (３) 警察歯科医会

井上理事､ 馬場委員長他４委員

社会保険

６月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：０名

田中理事

12日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

桐野委員長､ 井口副委員長､ 舩津委
員

16日 菊池郡市歯会社会保険研修会 (笹乃家) 田中理事

21日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 渡辺・福田委員

22日
社会保険個別相談会 (八代市)
相談者：１名

清藤・今�委員
23日

社会保険個別相談会
相談者：１名

田中理事､ 桐野委員長他１委員

27日 阿蘇郡市歯会社会保険研修会 (阿蘇郡市医師会館) 田中理事

30日

社会保険個別相談会
相談者：１名

椿常務理事､ 田中理事他５委員

社会保険委員会
(１) 会員向け発行物 (２) 指導立会者､ 個別相談対応
(３) 社保､ 学術､ 医療対策､ センター・介護合同研修会 ほか

椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長
他13委員

７月５日
レセプトチェックセンター (荒尾市)
相談者：１名

田中理事

６日
社会保険個別相談会 (八代市)
相談者：１名

清水・清藤・今�委員
７日

各郡市社会保険担当者会議
(１) 社保関係報告 (２) 各郡市会との連携及び個別指導対策

椿常務理事､ 田中理事､ 桐野委員長
他７委員

10日

社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第２回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ
(２) 国保連合会職員による確認

桐野委員長､ 井口副委員長､ 舩津委
員

社会保険個別相談会 (御船町)
相談者：１名

野田副委員長

11日 第４回日歯社会保険委員会 (日歯会館) 椿常務理事

12日 保険個別指導 (KKRホテル熊本) 小林・今�委員
地域保健

６月４日

歯と口の健康週間・無料歯科健診 (上益城郡) (至９日) (上益城郡会員診療所) 上益城郡会員

歯と口の健康週間・無料歯科健診 (熊本市) (至10日) (熊本市会員診療所) 熊本市会員

歯と口の健康週間・無料歯科健診 (水俣芦北郡市) (至９日) (水俣芦北郡市会員診療所) 水俣芦北郡市会員

歯と口の健康週間・無料歯科健診 (球磨郡) (至９日) (球磨郡会員診療所) 球磨郡会員

９日
歯と口の健康週間行事 (玉名郡市) (玉名市保健センター) 玉名郡市会員

歯と口の健康週間行事 (山鹿市) (鹿本生涯学習・健康センター) 山鹿市会員

10日
歯と口の健康週間 ｢歯の祭典｣
(１) くまもと歯の健康文化賞表彰式 (２) 高齢者よい歯のコンクール表彰式
(３) 図画・ポスター・習字・標語作品入賞者表彰式 参加者：190名

浦田会長､ 渡辺副会長､ 牛島専務理
事､ 田上・八木常務理事､ 大林・竹
下・赤尾理事他13委員

16日 歯と口の健康週間行事 (天草郡市) (天草市民センター体育館) 天草郡市会員

18日
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (宇城市社会福祉協議会)
受講者：31名

吉永歯科医院牛島歯科医師

20日
後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (りんどうヶ丘小学校)
受講者：249名

赤尾理事

７月４日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (１日目) (熊本旭運輸株式会社)
受診者：42名

歯科衛生士２名

５日
協会けんぽスモールチェンジ・生活歯援プログラム健診 (２日目) (熊本旭運輸株式会社)
受診者：19名

歯科衛生士２名

８日 県糖尿病対策推進会議・実務者研修会 (県医師会館) 久木田会員

13日

後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (玉名市社会福祉協議会)
受講者：377名

福田委員

後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会 (津志田公民館)
受講者：12名

佐藤上益城郡歯会常務理事

14日
各郡市地域保健担当者会
(１) 後期高齢者歯科口腔健康診査事業 (２) 生活歯援プログラム
(３) 糖尿病・歯周病医療連携事業

渡辺副会長､ 田上常務理事､ 松本・
赤尾・宇治理事他全委員

広 報

６月７日 ＮＨＫテレメッセ収録 (ＮＨＫ熊本放送局) 竹下理事

11日
広報小委員会
(１) 会報７月号編集・第１校校正

竹下理事､ 秋山副委員長他１委員

19日
広報小委員会
(１) 会報７月号第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程

永廣委員長他３委員

23日 定時代議員会取材 永廣委員長

７月９日
広報小委員会
(１) 会報８月号編集・第１校校正

竹下理事､ 永廣委員長他３委員

18日
広報小委員会
(１) 会報８月号第２校校正 (２) 今後の会報作成等日程

竹下理事､ 永廣委員長他２委員

学校歯科

６月６日 県学校保健会第１回理事会 浦田会長､ 渡辺副会長

13日 第３回日学歯理事会 (日歯会館) 大林理事

20日 日学歯広報委員会 (日歯会館) 大林理事

21日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事
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所管 日付 摘要 出務者

学校歯科

22日
県学校保健会定時評議員会 (メルパルク熊本) 大林理事､ 河原委員長

県学校保健会歓送迎会 (メルパルク熊本) 大林理事､ 河原委員長

27日 第95回日学歯定時総会 (日歯会館) 渡辺副会長､ 大林理事

７月４日 県体育協会基本健康調査票判定会 (アークホテル熊本) 渡辺副会長

11日
学校歯科委員会
(１) 基礎研修更新研修通し確認

渡辺副会長､ 大林理事､ 河原委員長
他全委員

13日
｢熊本県学校保健功労表彰｣ 及び ｢学校保健及び学校安全表彰 (文部科学省) に係る審査会
(県庁)

渡辺副会長

19日 県PTA共済審査委員会 (県総合福祉センター) 西野監事

医療対策

６月13日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 平成30年度各郡市医療相談担当者会
(３) 平成30年度九州各県医療安全対策担当者会 ほか

永松理事､ 岡田委員長他９委員

15日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長他１委員

21日
医療対策小委員会
(１) 九州各県医療安全担当者会協議題

永松理事､ 岡田委員長他１委員

25日 医療相談 永松理事､ 岡田委員長他１委員

27日
医療対策小委員会
(１) 委員会冊子の校正

永松理事､ 岡田委員長他３委員

７月３日
医療対策小委員会
(１) 委員会冊子検討

永松理事他３委員

18日
医療対策委員会
(１) 事例報告検討 (２) 平成年度各郡市医療相談担当者会 (３) 医療対策製作冊子 ほか

永松理事､ 岡田委員長他全委員

21日
各郡市医療相談担当者会

浦田会長､ 小島副会長､ 永松理事､
岡田委員長他全委員

熊本大学歯科口腔外科との協議会 (熊本市)
小島副会長､ 松本・永松理事､ 岡田
委員長他９委員

センター・
介護

６月７日 第１回健康・生きがいづくり支援事業推進委員会 (県総合福祉センター) 渡辺副会長

９日 委託事業打合せ 松本理事､ 平井委員長

12日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ

松本理事､ 平井委員長､ 松岡・長野・
大坂委員

22日 日本老年歯科医学会第29回学術大会 (１日目) (品川区立総合区民会館) 松本理事

23日 日本老年歯科医学会第29回学術大会 (２日目) (品川区立総合区民会館) 松本理事

30日
第２回多職種連携に係る研修会
｢優しさを伝えるケア技術ユマニチュードＲ�｣ 伊藤美緒ユマニチュード認定インストラクター
受講者：175名

小島副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他５委員

７月７日
第３回多職種連携に係る研修会 (鹿本市民センターひだまり)
日本歯科大学菊谷武教授 受講者：125名

小島副会長､ 松本理事､ 平井委員長､
山鹿市宮坂会長他３委員

８日
第１回多職種で取り組む食支援アドバンスコース
日本歯科大学菊谷武教授 受講者：39名

小島副会長､ 田上常務理事､ 松本理
事､ 平井委員長他３委員

10日
社会保険､ センター・介護合同委員会
(１) 第２回介護保険請求ハンドブック作成に伴う打合せ (２) 国保連合会職員による確認

松本理事､ 平井委員長､ 松岡・長野・
大坂委員

11日 県地域リハビリテーション支援センター運営委員会 (県医師会館) 松本理事

19日
口腔保健センター職員採用面接
応募者：５名

小島副会長､ 八木常務理事､ 松本理
事

厚生･医療
管理

６月14日
厚生・医療管理小委員会
(１) 医療管理講演会 (２) 九州各県担当者会議 (３) シニア倶楽部 ほか

宮井理事､ 池嶋委員長､ 工藤副委員
長

７月21日 第59回日本歯科医療管理学会総会・学術大会 (１日目) (日本歯科大学新潟生命歯学部) 宮井理事

22日 第59回日本歯科医療管理学会総会・学術大会 (２日目) (日本歯科大学新潟生命歯学部) 宮井理事

総務･医療
連携

６月18日
歯科医科連携講演会 (くまもと県民交流会館パレア)
受講者：340名

渡辺・伊藤副会長､ 松本・宇治理事､
三森委員長他３委員

19日 県がん診療連携協議会幹事会第36回相談支援・情報連携部会 (熊大附属病院) 宇治理事

21日 保険医協会と歯科医科連携企画会議 (県保険医協会) 宇治理事､ 三隅委員

学 院

６月27日
第２回学院校舎増築臨時検討委員会
(１) 増築構想 (２) 補助金

伊藤委員長､ 小島副委員長､ 八木・
松本・牛島・弘中・林委員､ 菅顧問

30日
第２回多職種連携に係る研修会
｢優しさを伝えるケア技術ユマニチュードＲ�｣ 伊藤美緒ユマニチュード認定インストラクター
学院生：146名

伊藤学院長､ 弘中教務部長

７月21日
第１回学院体験入学
参加者：49名

国保組合

６月14日 全協通常総会 (浦安市) 桑田常務理事

28日
国保組合監査

原田・片山監事､ 浦田理事長､ 桑田
常務理事

第２回国保組合理事会
(１) 平成29年度決算 (２) 平成30年度補正予算案 (３) 平成30年度臨時組合会日程 ほか

浦田理事長他全役員

７月６日 国保連合会理事会 (KKRホテル熊本) 浦田理事長

11日 全協職員研修会 (東京・全国町村会館) 塩山係長



公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

表紙に寄せて

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産として
世界文化遺産に登録された﨑津教会
　1934年頃、教会建築の名人・鉄川与助が設計・
施工した﨑津協会です。ハルブ神父時代に建てら
れた天主堂は﨑津諏訪神社から見下ろす集落の中
心地に位置し、チャペルの鐘展望公園から眺める
と背景に広がる河浦湾に浮かぶように見えること
から“海の天主堂”とも言われています。

（T. K）

事業課からのご案内

今年度から
保険料が

さらにお安く

最高「3000万円」
の保障が無診査
で加入OK

配偶者も
1000万円まで
加入OK

１年更新で
配当金は毎年
加入者へ還元

其の
1

朝日生命　アメリカンファミリー生命　住友生命　損保ジャパンひまわり生命
第一生命　　日本生命　　富国生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局　TEL：096-343-8020　担当：奥村 ]　までご連絡ください

下記の保険会社と団体収納契約をしておりますので
会費明細引きがご利用できます。

其の
２

個人でご加入した保険料が団体割引でお安くなり、
保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

※昨年度実績 40%還付



■
発
行
日
／
2018年

9月
5日
発
行
　
■
発
行
人
／
浦
田
　
健
二

■
発
行
所
／
一
般
社
団
法
人
 熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
〒
860-0863 熊

本
市
中
央
区
坪
井
2丁
目
4番
15号

　
TEL／

096-343-8020　
FAX／

096-343-0623
　
U
RL／

http://w
w
w
.kum

a8020.com
■
印
刷
所
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

Kum
am

oto Prefecture Dentistry  M
edical Association Report

Septem
ber  2018  N

o.747

CONTENTS

9
September 2018

No.747

主な行事予定 October

熊本県歯科医師会

Kumamoto Dental Association

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

10
3日（水）

17日（水）

20日（土）

24日（水）

27日（土）

第30回常務理事会

第31回常務理事会

歯科医科連携講演会

第18回理事会

第74回九州歯科医学大会（佐賀市文化会館）

最近、小学低学年の娘が熱心に昆虫や淡水の魚図鑑をみている。学校で、身の回りにいる生き物を観察をしよう
という授業があったようだ。公園に行っては、バッタなどを見つけて観察し、名前を図鑑で調べる。学校にはクラスメ
イトがいろんな生き物を持ってきているようで、バッタや団子虫以外にも、ザリガニや小魚を持ってきていた子もいた
ようだ。そこで先日どうしても水の中の生き物を観察しにいきたいという娘と娘の友達を連れて江津湖へ行った。
熱心に小魚やザリガニを探し、江津湖公魚を２匹捕まえて虫かごに魚を入れようとした時、長女が叫んだ。
『かごの蓋がどっかいった! !』
みんなで蓋を探して廻った。なかなか見つからない…江津湖とはいえ、１時間以上集中して水の中を探していたら、
蓋は、ボートぐらいの深さの場所に漂流していてもおかしくない。
物を失すことが嫌いな長女は泣きそうである。虫かごくらいまたすぐに買ってあげるから、と言おうとした瞬間に、

娘の友達が『信じれば、見つかるよ、絶対に! !』と熱く、そして純粋な眼ざしで言った。
『信じていれば』の言葉に、虫かごの蓋ぐらいと探すことすら諦めていた40代の私の心は、なにかはっとさせられた。
そして20分ほど、必死に蓋を探し廻っただろうか…ボートがくるエリアで水草に引っかかっているのを私が発見した。
『見つかるて、信じていたから良かったねー』と、『信じる力』を純粋に信じる子供達の喜ぶ顔に私は心底安心した。

編集者のつぶやき

（O. H）

●巻頭言（理事　赤尾 浩彦）·····························３

●理事会報告 ··················································４

●委員会報告 ··················································７
 （学校歯科）

●国保報告·····················································８

●郡市会報告 ··················································９
 （天草郡市、熊本市、荒尾市）

●リレー投稿㉑ ··············································11

●訃報··························································12

●新入会員紹介 ··············································12

●会務報告····················································14


